
　　　　　　　　　西大和学園カリフォルニア校　学校便り　　

　 　　　浪漫飛行　６月号
6月・7月NACスケジュール
日 曜 ６月行事予定 日 曜 ７月行事予定

1 木 7限特活（委員会） 1 土

2 金 2 日 英検第1回2次試験（LA公開会場）

3 土 英検第1回1次試験（LA公開会場） 3 月 休業日

4 日 4 火 Independence Day（休校）

5 月 全校朝礼 5 水

6 火 6 木 7限特活（前期クラブ最終)

7 水 7 金 会議のため午前保育・4限授業・一斉下校（Irregular Pick-up Time●）

8 木 7限特活（クラブ） 8 土

9 金 9 日

10 土 10 月 学部別朝礼

11 日 11 火 Yearbook撮影日

12 月 幼稚園6月生まれお誕生会、学部別朝礼 12 水 6限授業・一斉下校（Irregular Pick-up Time♦）

13 火 13 木 6限授業・一斉下校（Irregular Pick-up Time♦）

14 水 14 金 2時降園、5限授業、懇談会

15 木 7限特活（委員会） 15 土

16 金 会議のため午前保育・4限授業・一斉下校（Irregular Pick-up Time●） 16 日

17 土 17 月 2時降園、5限授業、懇談会

18 日 18 火 2時降園、5限大掃除、懇談会

19 月 学部別朝礼、中学部4限授業 19 水 5～9年野外活動合宿

20 火 中学部期末考査（1日目） 20 木 5～9年野外活動合宿

21 水 中学部期末考査（2日目）、試験後通常授業 21 金 第1学期終業式、大掃除

22 木 中学部技能教科期末考査、7限特活（クラブ） 22 土 夏季休業

23 金 23 日

24 土 24 月

25 日 25 火

26 月 全校朝礼 26 水

27 火 27 木

28 水 28 金

29 木 7限特活（前期委員会最終） 29 土

30 金 30 日

31 月

備考 備考

〇6/7　中学部校外研修全体発表会
〇6/9　進路指導説明会　13：30～
〇6/23　野外活動保護者説明会
〇6/28　グローバルリーダー養成講座（6～9年）

Irregular Pick-up Time 

● PS 12:00, PK/K 12:20, Elementary/JH 12:35 

★ PS 15:00, PK/K/1 15:20, 2-9 grade 16:20 

♦ PK/K 15:20, Elementary/JH 15:30  



 第一印象の「7－38－55 ルール」 

西大和学園カリフォルニア校 

平 日 校 校 長 小 倉 佳 恵 

 

西大和学園補習校、三校舎合同大運動会では、平日校保護者の皆さまに多大なるご協力を賜りまし

たこと、教職員一同、心よりお礼申し上げます。夕刻遅くまでの参加賞仕分けや、早朝の袋詰め、運

動会当日のブース運営と、サポーターズクラブの皆さまを中心に本当に多くの方々のお力をお借りい

たしました。皆さまが NAC に寄せてくださる温かいお気持ちを大切にして、今後も平日校の教育に

尽力いたしたいと思います。                                                              

さて、四月、五月と、この二か月の間に、十名を超える見学者が本校を訪問なさいました。日本から出

張中のお父さま、現地校のハーフデーにご両親と来られたお子さま、企業人事部の視察団など、訪問者数を

週で割ると、一週間に一人というペースでご見学希望があったことになります。約一時間の時間帯が異なる

見学ですが、どの方からも「NACに通う子どもたちの表情が清々しい」というご感想をいただきました。

UCLA の心理学者アルバート・メラビアンの「7－38－55 ルール」で言われているように、第一印象はそ

の 38％が耳から聞こえてくる情報、55％が目で見た情報で決まってしまうそうです。つまり、私が見学前

に言葉でご説明する、学校の方針や取り組みは、第一印象を決める7％の効力しかないことになります。活

動の手を止め、全員でそろって「こんにちは」と挨拶できる幼稚園の子どもたち、爽やかな笑顔で友だちと

一緒に教室から校庭に飛び出していく小学部の子どもたち、遅い時間帯でも真剣に補習に取り組んでいる中

学部の子どもたち、こうした姿が見学者の第一印象を決めていると言えます。 

これから迎える六月は、子どもたちにとっては疲れが出やすい時期でもあります。担任の先生の新たな

教えかたへの戸惑い、学級内の新たな自分の役割に対するためらい、進級によって変わった学習内容と量へ

の困惑など、成長を促すために必要な負荷がかかる時期です。清々しい姿で学校で頑張れば頑張るほど、ご

家庭に戻ってから疲れをみせるかもしれません。 

新たな環境に適応して成長していこうとする子どもたちを見守ることは、第一印象の法則であるメラビ

アンの「7－38－55 ルール」と逆ではないかと思います。目と耳で子どもたちの様子をつかむことは当然な

がら大切なことですが、子どもたちの変化の根源にある本質を見極めるために、子どもたちが語る言葉をよ

く聞いていくことに、一番の重きを置くべきではないでしょうか。六月は是非、お子さまが学校の様子を話

す機会をご家庭で大切にしていただければと思います。そして、お子さまが語る学校の様子を教職員も共有

させていただきながら、更なる成長を見守れればと思います。 



 

 

第一回オープンハウスが、４月３０日（日）に行われました。お忙しい中、たくさんの保護者の皆様

にご来校いただきました。ありがとうございました。お子様が友達と楽しく活動したり、真剣に先生

の話に耳を傾け学習したりする様子をご覧いただけましたでしょうか。第二回オープンハウスは１０

月に行われます。次回もご参観をお待ちしております。 

 

✿2017年度 第一回オープンハウス✿ 

My 

self-portrait♡ 



 

5 月 10 日に小学部では LA ZOO に遠足に行ってきました！縦割りグループの１年生から

６年生までの異学年のグループで、一日活動をしました。 

これに先立ち５月４日には、ランチパーティーを開いて班内で自己紹介をしたり、班の名前

を決めたりして交流を深めていました。また、リーダーを中心に、５・６年生が前もって見学

ルートを考え、計画してくれていた上、みんながルールを守って行動できたので、当日はどの

グループも安全に楽しく活動することができました。 

高学年は低学年の面倒をしっかり見て、中

学年は高学年を支える、『学年を問わず仲良く

なれる』そんな西大和のとても良い文化が感

じられました。LA ZOO の動物たちの資料や

遠足の思い出写真を廊下や教室に掲示してお

りますので、学校にお越しの際には是非ご覧

ください！ 

   

 

次はどこ行くの？ 

今年の遠足は、

バディを組ん

で活動しまし

た！ 



 

中学部校外研修 

 

 5月 17日（水）に中学部校外研修として、Downyにあ

る Columbia Memorial Space Centerに行ってきました。

「火星へ行き、火星で人類が栄えるためには」を合言葉に、

４つのグループがそれぞれのテーマで事前学習を進めて

きました。今回は、センターで体験できる「火星へ行くミ

ッション」を本格的な設備で体験してきました, 

 まず、到着するなり私たちを迎えたくれたのは月面着陸でおなじみのアポロと宇宙服。

宇宙について学ぶ雰囲気も高められました。子どもたちが興味津々だったのが、各惑星上

での体重計。火星のボタンを押すと火星での体重が測れるとあって、地球をはじめ、月や

水星、木星などそれぞれのボタンを押すたび盛り

上がりました。他にも、宇宙ステーションとのド

ッキングシミュレーターや惑星軌道のシミュレー

ターなど一つ一つが奥深いものでした。 

メインのプログラムは、火星探査機 orbit のマ

テリアル収集プログラミングと、チームで宇宙船を火星に着陸させるVoyage to Marsです。 

 ロボティクスと呼ばれていた火星探査機 orbitのプログラミングでは、特別なレゴで作ら

れた機械に、PCを通じて直進、回転、アームの下降などのプログラムを施し、テーブルに

置かれた火星の岩（レゴのパーツ）を回収しベースまで戻すということを行いました。微

妙な距離の調整や回転角の調整

など本格的なプログラミングが、

簡単操作ででき、エンジニア魂

に火をつけられた生徒もいたよ

うに感じました。 

 午後より行われた Voyage to Marsは、宇宙船に乗り込み火星を目指すチームと、火星の

スペース基地にいて、やってくる宇宙船を迎えるチームに分かれて行われました。ナビゲ

ーション、メディカル、物質調査、探査機などチーム内でもさらに細分化された各個人が

それぞれの仕事を与えられ、調査し互いにデータのやり取りをするなど緊張感も漂う非常

にリアルな内容でした。全ての指示は英語であった

ものの、チーム NAC は、「ここまで、ミッション

を忠実に正確に、しかも沢山進められた団体は見た

ことがない」とセンターの方に太鼓判を押されるほ

どの成果をあげてくれました。子どもたちの高い団

結力と実行力に頼もしさを感じずにはいられませ

んでした。 

6 月 7 日（水）15:30～16:15 には、St.Mark’s Church にて、「校外研修全体発表会」を

行います。子どもたちの調べた「火星へ行き、火星で人類が栄えるためには」を熱いプレ

ゼンでお伝えする予定です。中学部のさらなる成長にご期待ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓球は，長くラリーを続けるもよし，チャンスを作ってスマ

ッシュを打つもよし!!シングルスで相手と競ったり，ダブルスで

パートナーと協力したり‼楽しいクラブにしていきたいと思い

ます。 

長年の歴史がある NAC 太鼓クラブの伝統を引き継ぐべく，今期

は８名のメンバーが集まってくれました。躍動感のあふれる演奏を

目指して，毎回の練習に一生懸命取り組みます！ 

卓球クラブ 

 

太鼓クラブ 

 

ストリートパフォーマンスクラブ 

 

絵を描くのが好きな人，本を読むのが好きな人が集まったのが

Story クラブです。自分だけの Story を，まん画や絵本や小説にして

まとめます。 

芥川賞，手塚治虫文化賞を目指してがんばります。 

 

Storyクラブ 

 

球技クラブ 

ラブ 
 

動画ダンスクラブ 

 

CM や Youtube を見ていると，

カッコイイダンスを踊っている人が

目に飛び込んできます。 

『あぁ～，あんな風に踊れたら， 

カッコいいだろうな～。』 

『みんなで，踊っていて楽しそう

～。』とできたのが動画ダンスクラ

ブ！上手い下手は関係なし！盛り上

がって楽しむクラブです！ 

 

ボールと友だちになろう！走って，蹴って，投げて，打って，笑っ

て…，色々な球技を通して体を動かす楽しさや友だちと協力する楽し

さを伝えていきます。大人数で仲良くがんばります。 

 

アメリカでは，至る所で見かけるスト

リートパフォーマンス。日本では，大道

芸といいます。クラブでは，バルーンア

ートやジャグリングなど，人が見てワク

ワクするような芸を，楽しく練習します

♪ 



 

海外子女教育振興財団主催 2017 年 帰国生のための 

「海外学校説明会・相談会」 

 

 

 

 １．「海外で生活していること」ただそれだけで輝いている！ 

  「帰国子女」というフレーズに、アメリカに住んでいる私たちが真っ先に思い浮かべるのが、やはり英語。

ですが、何でもかんでも英語さえあれば、というわけではなさそうです。パネリストとして参加された 13 校の

学校の先生方は「帰国生に対し、海外生活で経験したことを共有・発信できる人を待っている」と口々に述べ

られました。帰国生は様々な言語圏・文化圏から帰ってきます。日本で育った子どもたちとは異なる経験をも

っている帰国生は、生活を通して見聞きしたことそのものに価値があり、期待が寄せられているのです。 

  NAC ポイント NAC で育つ子どもたちの最大の強みは、「『日本』を軸に持ちながら海外の生活経験ができ

る」こと。何かを比較するときにも、基準となるものがしっかりあるということは、人生

において大変重要なこと。英語力、リーダーシップ力、行動力、発信力。アメリカに住ん

でいるからできる現地アクティビティや見聞を広める体験も積極的に行いましょう。 
 

２．「対面で」情報収集ができるチャンスは積極的に！そして、幼稚園からでも大学の情報収集を！ 

13 校×7 分＝91 分のプレゼンテーションはあっという間でした。紙面・画面よりも人が話したほうがより分

かりやすい。さらに、個別の相談会では各校担当者（中には校長・教頭も）が、1 対 1 で自分の子どものこと

を聞いてくれ、そしてアドバイスまでしてくれます。その学校の先生が目で見たことを直接聞くことのできる

機会は、そう簡単にはめぐってこないもの。とても貴重な時間だと思います。 

また、進学についての情報収集に早すぎるということはありません。私たちが受験を経験したあの頃と、現

在の学校選択の幅は確実に変わり、進化しているのです。ご自身の経験に加え、最新情報も逐次手に入れ、子

どもの進路に対する悩みを解決するきっかけを用意しておきましょう。 

NAC ポイント 進路選択に必要な情報を入手するために、学校でも進路説明会を行います。開催前には、通

信などを通じてご案内いたします。また、各書籍やパンフレットも随時追加してまいります。

詳しくは、谷口・美間にお声がけ、または９年教室前の掲示もご覧ください。 
 

３．これから増えるか！？「合格後編入時期選択可」制度の導入校！ 

子どもの進路を考えるうえで「帰国の時期」というものは、非常に大きな要因となります。そんな悩みを少

し和らげてくれるかのような制度を持っている学校があります。今回の参加校、宝仙学園(東京都中野区) には合格

後１年間の入学猶予期間があり、東京都市大学附属中（東京都世田谷区）では、中学入試合格後６年間のどのタイミ

ングで帰って来てもよいというもの。そのような制度を実施している学校は数少ないものの、帰国生を迎えた

い学校が増えれば増えるほど、このような帰国生を迎える制度も発達・進化していくのではないでしょうか。 

NAC ポイント NAC だけの特別な「西大和中高への特別推薦制度」は、帰国後でも適用される場合があり 

ます。詳しくは、進学実績対策部谷口まで。また、進学個別相談もお待ちしております。 
 

〇海外学校説明会・相談会とは、どんな会？ 

「日本は海外子女の帰国を待っている」の一言で始まった、海外子女教育振興財団が主催する、日本の中学校・高等学校・中高一貫校の合同学校説明会です。5 月 7 日

（日）9:00～13:30、デルアモすぐ隣の Marriott Torrance Redondo Beach で行われ、親子合わせ約 240 名が来場。パネルトーク、各校紹介プレゼン、個別相談会の 3

本立てで行われた日本の中高選びに非常に有益な会です。また、資料も豊富で、参加校を含め約 30 校分の資料が全来場家庭に配布されました。次年度開催の折には、学

年問わず是非参加してみてください。 

 

※進学実績対策部とは？ 

みなさんの進路希望を叶えるための情

報収集・提供、相談を行う部署です。 

※ 



 

Nishiyamato Academy of California 

2458 Lomita Blvd., Lomita, CA 90717   

Nishiyamato Academy Saturday School  

 
 

 

Phone: (310) 325-7040 / Fax: (310) 325-7621 

 

小学部保護者各位 

西大和学園カリフォルニア校 

校 長   小 倉 佳 恵 

 

遠足の費用徴収について 

 

５月１０日（水）に実施されました小学部の遠足の費用につきましては、以下のよ

うになりましたのでご報告申し上げます。尚、今回の費用につきましては、７月分

の授業料と一緒に引き落としとなりますので宜しくお願い申し上げます。 

 

スクールバスチャーター代     ＄９２１．００ 

  運転手チップ    ＄ ４０．００ 

  動物園入園料    ＄２４０．００ 

       

     合計    ＄１２０１．００ 

 

 ○遠足参加園児・児童数・・・７５名 

  ＄１２０１÷７５名 ＝ ＄１６．０１３．．． 

 

遠足費用として児童一名につき、＄１６．０２ を徴収させていただきます。 

以上 

 



水

小　2個 中　3個 大　4個

3 5 7

10 12 14

17 19

＊メニューは食材の都合により多少変更になる場合がございます事をご了承下さい。

＊月・金はお弁当屋さんのNijiyaさん、水曜日はマンモスさんの担当です。

2017年度7月の注文弁当メニュー

第１週

餃子・チャーハン弁当

第２週

第３週 ミートソーススパゲッティー
ハム＆たまごサンドイッチ
いちごクリームバターロール

チキンサラダサンドイッチ
チキンナゲットバターロール

チキンサラダサンドイッチ
チキンナゲットバターロール

カレーパン

チキンサラダサンドイッチ
チキンナゲットバターロール

カレーパン
クリームパン

No Afternoon Class

ハム＆たまごサンドイッチ
いちごクリーム　バターロール
ミートボールサンドイッチ

あんぱん

月 金

No School

ツナサンドイッチ
チョコメロンパン
白身魚フライ
スイートドッグ

ハム＆たまごサンドイッチ
いちごクリーム　バターロール
ミートボールサンドイッチ

第５週

第４週 コロッケカレー
ツナサンドイッチ
チョコメロンパン

ツナサンドイッチ
チョコメロンパン
白身魚フライ


